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第３回定例会の
主な日程

議
員　

２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た

り
、
知
事
選
で
掲
げ
た
公
約
、
４
つ

の
目
標
か
ら
成
る
「
新
し
い
茨
城
づ

く
り
」
に
つ
い
て
、
新
し
い
挑
戦
と

は
何
な
の
か
、
何
に
重
点
を
置
こ
う

と
し
て
い
る
の
か
。
併
せ
て
、
大
井

川
県
政
２
期
目
の
抱
負
と
決
意
、
県

政
運
営
の
基
本
姿
勢
は
。

知
事　
「
い
ば
ら
き
の
底
力
」
を
活

か
し
た
改
革
路
線
を
継
続
し
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
早
期
克

服
に
全
力
で
取
り
組
む
ほ
か
、「
新

し
い
茨
城
」
づ
く
り
に
向
け
た
４
つ

の
目
標
を
進
化
・
加
速
さ
せ
て
い
く
。

ま
た
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ

の
対
応
や
フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
、
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｄ
Ｘ
）※2

の
推
進
な
ど
に
重
点
を
置

く
。
２
期
目
の
４
年
間
も
、
私
自
ら

が
先
頭
に
立
ち
、
変
化
や
失
敗
を
恐

れ
ず
、
困
難
な
課
題
に
対
し
て
も
果

敢
に
挑
戦
す
る
と
い
う
初
心
を
貫
き
、

「
活
力
が
あ
り
、
県
民
が
日
本
一
幸

せ
な
県
」
の
実
現
に
向
け
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

県
は
、「
い
ば
ら
き
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
産
業
拠
点
創
出
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
※3

」
な
ど
を
通
し
て
、

新
産
業
の
創
出
や
脱
炭
素
化
に
力
を

入
れ
つ
つ
、
国
際
競
争
力
の
強
い
企

業
立
地
に
尽
力
す
べ
き
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
Ｅ
Ｖ
※4

製
造
に
係
る
関
連
企

業
の
誘
致
を
進
め
、
す
そ
野
の
広
い

Ｅ
Ｖ
生
産
拠
点
の
形
成
に
最
善
を
尽

く
す
べ
き
と
考
え
る
が
県
の
方
針
は
。

知
事　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を

本
県
の
原
動
力
と
す
る
枠
組
み
と
し

て
、
官
民
学
の
連
携
強
化
に
向
け
た

協
議
会
を
８
月
に
設
置
し
た
ほ
か
、

茨
城
港
と
鹿
島
港
に
お
け
る
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
ポ
ー
ト
の
形
成
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

ま
た
、
茨
城
中
央
工
業
団
地
へ
の
設

備
投
資
額
１
０
０
０
億
円
を
超
え
る

国
内
最
大
級
と
な
る
車
載
用
バ
ッ
テ

リ
ー
工
場
の
立
地
を
契
機
に
、
次
世

代
自
動
車
産
業
の
集
積
を
目
指
し
、

企
業
誘
致
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い

知
事　

今
定
例
会
で
は
、
県
独
自
の

一
時
金
制
度
を
大
幅
に
拡
充
し
、
年

間
売
上
高
に
応
じ
最
大
５
０
０
万
円

ま
で
を
支
給
す
る
過
去
に
例
の
な
い

制
度
の
創
設
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

ま
た
、
10
月
か
ら
、
い
ば
旅
あ
ん
し

ん
割
事
業
の
対
象
に
ワ
ク
チ
ン
接
種

済
の
方
を
加
え
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
と
も
に
利
用
再
開

し
た
。
さ
ら
に
国
が
検
討
す
る
行
動

制
限
の
緩
和
に
つ
い
て
、
効
果
的
な

飯塚　秋男 議員
いばらき自民党
下 妻 市 選 出  

脱
炭
素
化
を
図
る
新
産
業
創
出

本
県
に
お
け
る
半
導
体
開
発
拠
点
形
成

く
。

議
員　

つ
く
ば
市
の
産
総
研
を
拠
点

に
、
半
導
体
受
託
生
産
で
世
界
最
大

手
の
台
湾
積
体
電
路
製
造
（
Ｔ
Ｓ
Ｍ

Ｃ
）
に
よ
る
半
導
体
最
先
端
研
究
拠

点
の
立
地
を
足
掛
か
り
に
し
て
、
戦

略
的
に
国
内
外
の
半
導
体
関
連
企
業

を
本
県
に
誘
致
し
、
半
導
体
の
一
大

開
発
拠
点
の
形
成
を
目
指
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
県
と
し
て
の
方
針
は
。

知
事　

新
た
に「
次
世
代
産
業
集
積
・

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
強
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
、

生
産
拠
点
立
地
へ
の
支
援
策
強
化
を

図
る
。
ま
た
、
つ
く
ば
市
葛
城
地
区

の
Ｃ
46
街
区
約
10
㌶
を
、
半
導
体
な

ど
に
係
る
研
究
開
発
拠
点
の
集
積
を

目
指
す「
最
先
端
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
」

と
位
置
付
け
、
県
で
開
発
を
進
め
る

つ
く
ば
み
ら
い
市
福
岡
地
区
と
併
せ
、

受
け
皿
づ
く
り
に
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

議
員　

事
業
継
続
へ
の
産
業
支
援
と

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の
地
方
経
済
活
性

化
に
向
け
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
の

地
方
経
済
の
活
性
化

施
策
は
い
ち
早
く
取
り
入
れ
て
い
く
。

議
員　

外
国
人
介
護
職
員
の
確
保
に

向
け
た
競
争
の
激
化
が
避
け
ら
れ
な

い
。
県
の
確
保
対
策
は
。

知
事　

昨
年
度
か
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
・

ロ
ン
ア
ン
省
と
連
携
し
、
介
護
福
祉

士
の
資
格
取
得
を
目
指
す
ベ
ト
ナ
ム

人
を
支
援
す
る
介
護
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
茨
城
県
コ
ー
ス
」
を
開
始

し
た
ほ
か
、
新
た
に
海
外
の
日
本
語

学
校
か
ら
本
県
介
護
福
祉
士
養
成
校

へ
の
修
学
ル
ー
ト
を
開
拓
す
る
取
り

組
み
を
展
開
し
て
、
在
留
資
格
「
介

護
」
を
目
指
す
外
国
人
の
確
保
を
促

進
し
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
議
会
と
の
関
係
、
森

林
湖
沼
環
境
税
、
通
学
路
の
総
点
検

と
今
後
の
対
策
な
ど
も
質
問
）

大
井
川
県
政
２
期
目
の
抱
負
と
決
意

外
国
人
介
護
職
員
の
確
保
対
策

ことば ※3【いばらきカーボンニュートラル産業拠点創出プロジェクト】…産業部門のカーボンニュートラル（脱炭素化）対応を推進することで、民間の先進的な取り組みや投資を本県に呼び込み、本県の将来を
担う骨太な産業の創出を図るもの。

※4【EV】…Electric Vehicleの略で、電気自動車のこと。

議
員
な
ど
提
出

◆
条
例
の
一
部
改
正

○
茨
城
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

知
事
提
出

◆
令
和
３
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
補
正
予
算

○
港
湾
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

ほ
か
２
件

◆
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正

○
茨
城
県
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用

等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　

ほ
か
10
件

◆
人
事

○
副
知
事
の
選
任
に
つ
い
て

ほ
か
１
件

◆
報
告

〇
地
方
自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
専
決
処
分
に
つ

い
て

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
パ
ー
ソ
ナ
ル
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
）

ほ
か
11
件

意
見
書

○
盛
土
に
対
す
る
法
制
度
の
整
備
を
求
め
る
意
見
書

○
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化
対
策
の
更
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

○
教
職
員
定
数
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
を
求
め
る

意
見
書

○
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
米
価
下
落
対
策
を
求
め
る
意
見
書

請　

願

○
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政

府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を
求
め
る
請
願

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

※
意
見
書
及
び
請
願
の
全
文
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

ことば ※1【代表質問】…会派を代表して行う質問を代表質問といいます。茨城県議会の場合には、４人以上の会派が代表質問を行うことができます。なお、議員個人の立場で行う質問を一般質問といいます。
※2【デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）】…デジタル技術やデータの活用などが、さまざまな社会領域に浸透することで、社会生活をより良い方向に変化させること。自治体業務についても、Ｄ

Ｘを推進することで、業務の効率化、新たな住民サービスの向上などにつなげていくことが求められている。

半導体最先端開発拠点となる産業技術総合研究所の施設
（産業技術総合研究所提供）

変革期をリードする新時代の
茨城づくり調査特別委員会

10
月
５
日︵
火
︶

飯い
い
つ
か塚　
　

秋あ
き
お男
︵
い
ば
ら
き
自
民
党
︶

10
月
６
日︵
水
︶

二ふ
た
か
わ川　
　

英ひ
で
と
し俊
︵
県
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
︶

八や
し
ま島　
　

功い
さ
お男
︵
公　
　

明　
　

党
︶

●
質
問
者

代表質問※1（要旨）

　令和3年第3回定例会は、以下の会期
日程で開催されました。

■９月30日（木）　 本　　会　　議
（開会、知事提出議案説明）

■10月５日（火）　 本　　会　　議

　　　６日（水）  （代表質問・質疑）

■10月７日（木）

　　　８日（金）  
（一般質問・質疑）　　　11日（月）

　　　12日（火）

■10月14日（木）
　 常 任 委 員 会

　　　15日（金）

■10月18日（月）　 本　　会　　議
（予算関係議案常任委員長報告など）

■10月19日（火）　 決算特別委員会

■10月20日（水）　 予算特別委員会

■10月21日（木）

■10月25日（月）　 本　　会　　議
（委員長報告、採決、閉会）

}

}
} 本　　会　　議

議
場
で
の
質
問
の
様
子
は
、

こ
ち
ら
か
ら
録
画
映
像
で

ご
覧
に
な
れ
ま
す


